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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月25日(2014.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）の送信電力を制御するのに使用する、ｅノードＢによ
って実行される方法において、
　経路損失の関数として、オープンループアップリンク（ＵＬ）電力制御（ＰＣ）成分を
決定するためのセル固有パラメータおよびＷＴＲＵ固有パラメータのいずれかを送信する
ステップと、
　ＰＣ補正コマンドを送信するステップと、
　前記ＷＴＲＵから、適合された送信電力を有する送信を受信するステップであって、前
記適合された送信電力は、前記オープンループＰＣ成分、クローズドループＰＣ成分およ
びオフセット値に関連したデルタ係数の組み合わせからなり、前記オフセット値は変調符
号化セット（ＭＳＣ）に関連しており、前記クローズドループＰＣ成分は補正係数を含み
、前記補正係数は前記ＰＣ補正コマンドに基づいている、受信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＰＣ補正コマンドは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスに関連付け
られたＵＬグラントの中で送信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　適合された送信電力で受信された前記送信は、前記ＨＡＱＲプロセスのタイミングにし
たがって、受信されることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＰＣ補正コマンドは、所定のシグナリング時間で送信されることを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記セル固有パラメータは、上位レイヤから与えられることを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　前記ＷＴＲＵ固有パラメータは、上位レイヤから与えられることを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
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　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）の送信電力を制御するのに使用するｅノードＢにおい
て、
　前記ｅノードＢは、送信機および受信機を備え、
　前記送信機は、経路損失の関数として、オープンループアップリンク（ＵＬ）電力制御
（ＰＣ）成分を決定するためのセル固有パラメータおよびＷＴＲＵ固有パラメータのいず
れかを送信するよう構成され、
　前記送信機は、ＰＣ補正コマンドを送信するよう構成され、
　前記受信機は、前記ＷＴＲＵから、適合された送信電力を有する送信を受信するよう構
成され、前記適合された送信電力は、前記オープンループＰＣ成分、クローズドループＰ
Ｃ成分およびオフセット値に関連したデルタ係数の組み合わせからなり、前記オフセット
値は変調符号化セット（ＭＳＣ）に関連しており、前記クローズドループＰＣ成分は補正
係数を含み、前記補正係数は前記ＰＣ補正コマンドに基づいていること
　を特徴とするｅノードＢ。
【請求項８】
　前記送信機は、前記ＰＣ補正コマンドを、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロ
セスに関連付けられたＵＬグラントの中で送信するよう構成されていること特徴とする請
求項７に記載のｅノードＢ。
【請求項９】
　前記受信機は、適合された送信電力で受信された前記送信を、前記ＨＡＱＲプロセスの
タイミングにしたがって受信するよう構成されていること特徴とする請求項８に記載のｅ
ノードＢ。
【請求項１０】
　前記送信機は、前記ＰＣ補正コマンドを、所定のシグナリング時間で送信するよう構成
されていること特徴とする請求項７に記載のｅノードＢ。
【請求項１１】
　前記セル固有パラメータは、上位レイヤから与えられることを特徴とする請求項７に記
載のｅノードＢ。
【請求項１２】
　前記ＷＴＲＵ固有パラメータは、上位レイヤから与えられることを請求項７に記載のｅ
ノードＢ。
【請求項１３】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）の送信電力を制御する方法において、
　最大送信電力レベルを受信するステップと、
　複数のリソースブロック（ＲＢ）の各々に対する複数の送信電力を決定するステップで
あって、各々の送信電力は、送信電力を決定するための、オフセット値に関連したデルタ
係数とともに結合されたオープンループアップリンク（ＵＬ）電力制御（ＰＣ）成分およ
びクローズドループＰＣ成分を持っており、前記オフセット値は変調符号化セット（ＭＳ
Ｃ）に関連している、決定するステップと、
　前記決定された複数の送信電力に基づいて、総送信電力を決定するステップと、
　前記総送信電力が前記最大送信電力レベルよりも大きい条件で、前記最大送信電力レベ
ルを適用するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１４】
　前記総送信電力が前記最大送信電力レベルよりも小さい条件で、前記総送信電力を適用
するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　ＰＣ補正コマンドを受信するステップであって、前記クローズドループＰＣ成分は補正
係数を含み、前記補正係数は、前記受信されたＰＣ補正コマンドまたは累積された補正コ
マンドに基づいていることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
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【請求項１６】
　前記ＰＣ補正コマンドは、所定のシグナリング時間で受信されることを特徴とする請求
項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記クローズドループＰＣ成分は補正係数を含み、前記補正係数は、ハイブリッド自動
再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスに関連付けられたＵＬグラントの中でシグナリングされた
ＰＣ補正コマンドに基づいていることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記最大電力レベルおよび前記送信電力のいずれかが、前記ＨＡＲＱプロセスのタイミ
ングにしたがって適用されることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記オープンループＰＣ成分は、セル固有パラメータを含むことを特徴とする請求項１
３に記載の方法。
【請求項２０】
　前記セル固有パラメータは、上位レイヤから与えられることを特徴とする請求項１９に
記載の方法。
【請求項２１】
　前記オープンループＰＣ成分は、ＷＴＲＵ固有パラメータを含むことを特徴とする請求
項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ＷＴＲＵ固有パラメータは、上位レイヤから与えられることを特徴とする請求項２
１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記オープンループＰＣ成分は、ＷＴＲＵ固有パラメータを含むことを特徴とする請求
項１３に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ＷＴＲＵ固有パラメータは、上位レイヤから与えられることを特徴とする請求項２
３に記載の方法。
【請求項２５】
　最大送信電力レベルを受信し、
　複数のリソースブロック（ＲＢ）の各々に対する複数の送信電力を決定し、各々の送信
電力は、送信電力を決定するための、オフセット値に関連したデルタ係数とともに結合さ
れたオープンループアップリンク（ＵＬ）電力制御（ＰＣ）成分およびクローズドループ
ＰＣ成分を持っており、前記オフセット値は変調符号化セット（ＭＳＣ）に関連しており
、
　前記決定された複数の送信電力に基づいて、総送信電力を決定し、
　前記総送信電力が前記最大送信電力レベルよりも大きい条件で、前記最大送信電力レベ
ルを適用する
よう構成されたプロセッサ
　を備えたことを特徴とする無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項２６】
　前記プロセッサは、前記総送信電力が前記最大送信電力レベルよりも小さい条件で、前
記総送信電力を適用するようさらに構成されたことを特徴とする請求項２５に記載のＷＴ
ＲＵ。
【請求項２７】
　受信機をさらに備え、
　前記受信機は、ＰＣ補正コマンドを受信するよう構成され、前記クローズドループＰＣ
成分は補正係数を含み、前記補正係数は、前記受信されたＰＣ補正コマンドまたは累積さ
れた補正コマンドに基づいていることを特徴とする請求項２５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２８】
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　前記ＰＣ補正コマンドは、所定のシグナリング時間で受信されることを特徴とする請求
項２７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２９】
　前記クローズドループＰＣ成分は、補正係数を含み、前記補正係数はハイブリッド自動
再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスに関連付けられたＵＬグラントの中でシグナリングされた
ＰＣ補正コマンドに基づいていることを特徴とする請求項２７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３０】
　前記プロセッサは、前記最大電力レベルおよび前記送信電力のいずれかを、前記ＨＡＲ
Ｑプロセスのタイミングにしたがって適用するよう適合されていることを特徴とする請求
項２９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３１】
　前記オープンループＰＣ成分は、セル固有パラメータを含むことを特徴とする請求項２
５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３２】
　前記セル固有パラメータは、上位レイヤから与えられることを特徴とする請求項３１に
記載のＷＴＲＵ。
【請求項３３】
　前記オープンループＰＣ成分は、ＷＴＲＵ固有パラメータを含むことを特徴とする請求
項３１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３４】
　前記ＷＴＲＵ固有パラメータは、上位レイヤから与えられることを特徴とする請求項３
３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３５】
　前記オープンループＰＣ成分は、ＷＴＲＵ固有パラメータを含むことを特徴とする請求
項２５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３６】
　前記ＷＴＲＵ固有パラメータは、上位レイヤから与えられることを特徴とする請求項３
５に記載のＷＴＲＵ。
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